
様式第1号 

 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和6年度第6回所沢市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和 6年 11月 20日（水）午後 1時 30分～2時 45分 

開 催 場 所 所沢市役所 高層棟 7階 研修室 

出 席 者 の 氏 名 （別紙委員出欠席表のとおり） 

欠 席 者 の 氏 名 （別紙委員出欠席表のとおり） 

説明者の職・氏名   

議 題 
（１）所沢市国民健康保険税率等の改定について（答申） 

（２）その他 

会 議 資 料 

（１）会議次第 

(２）資料１ 国民健康保険事業費納付金の推移 

（３）資料２ 令和７年度 標準保険税率（仮算定） 

（４）国民健康保険制度のデータベースに登録されている個

人番号のお知らせ 

担 当 部 課 名 

健康推進部長 越智三奈子  健康推進部次長 小山 貴之 

収税課長   近藤 敦志 

国民健康保険課長  石川 純也  

国民健康保険課主幹  遠藤 康代 

収税課主幹 青木 健太郎、加藤 満 

国民健康保険課 

主査 水口 文枝、主査 敦賀 直幸、主査 高橋 大輔 

主査 岡沢 健介、主任 矢澤 沙季、主任 齋藤 雄司 

主任 髙橋 愛美 
 

健康推進部国民健康保険課 電話 2998-9131 

 



様式第2号 

発 言 者 審議の内容(審議経過・決定事項等) 
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会長 

 

司会 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 １３時３０分、事務局の進行により開会 

 

会長あいさつ 

 

 本日は、１６名の出席があり会議は成立する。 

 「所沢市国民保険に関する規則」第４条第１項に基づき、議事

の進行を会長にお願いする。 

 

議事進行を務める。議事の前に、事務局から説明はあるか。 

 

・議題１、議題２ともに公開とすること 

・会議録の記録方法を要約方式とし、発言者の委員名は「委員」

とのみ記載すること 

・会議録の確定は、会長の確認及び署名により行うこと 

としたいがいかがか。 

 

一同承認 

 

傍聴希望者はいるか。 

 

傍聴希望者はなし。 

 

それでは、議題１の所沢市国民健康保険税率等の改定に関する

答申について、事務局に説明を求める。 

 

県より令和7年度納付金の仮算定の結果を基に標準保険税率

（仮算定）が示されたことから、それを踏まえ税率改定案を改め

て示す。 

資料1に基づき、令和7年度の納付金額と令和6年度の納付金額

の比較、運営費繰入金等の説明 

資料2に基づき、令和7年度の標準保険税率、当初の税率改定案、

令和7年度の標準保険税率を踏まえた税率改定案の説明 

 

質疑等はあるか。 

 

 資料2にある後期高齢者支援金等分は前回協議会にて示された

税率より低いものということでよろしいか。 

 

 前回示した税率改定案は令和6年度の標準保険税率を採用した

ものであったが、後期高齢者支援金等分について、令和7年度の

標準保険税率が令和6年度よりも低くなったため、後期高齢者支

援金等分のみ令和7年度の税率を採用する案とした。 

 

 事務局より提示された改定案でよろしければ挙手願いたい。 

 



委員 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

一同挙手 

 

全員より挙手にて同意を得られたため、事務局より提示された

税率改定案を基に答申案を作成する。 

 

委員に答申案を配布 

 答申案を読み上げ 

 

 答申案について、質問等はあるか。 

 

 付帯意見について、「引き続き国に対する財政的支援」とは県

の交付金増額を求めているということでよろしいか。 

 また、医療費の適正化について、具体例を挙げてもらいたい。 

 

 定率の国庫負担は責任主体である県に交付金が入る。これ以外

に保険者努力支援制度により市へ交付金が入るものもあるが、今

回の付帯意見に記載したものについては定率の国庫負担につい

て示したものである。 

 医療費の適正化について、具体例としてはジェネリック医薬品

の利用推進、特定検診の受診率向上、重症化予防事業など、個別

の支援事業となる。 

 

 医療費の適正化というのは、市や個人等ができる範囲で行う程

度のものであるため、高度医療に対する国としての大きな政策な

ど違った観点で要望をしてほしいと考える。 

 なお、意見ということを申し添える。 

 

 税率を改定しても赤字繰入となるが、赤字繰入を解消する見通

しはあるのか。 

 

 県の国保運営方針にて令和8年度が赤字繰入解消の目標年度と

なっている。また、県より示される標準保険税率に合わせること

により赤字繰入が解消される見込みとなっている。 

なお、これについては来年度の運営協議会にて検討を予定して

いる。 

 

 他に意見がなければ、この答申案でよいか決を取りたい。 

 よければ挙手願いたい。 

 

一同挙手 

 

全員より挙手にて同意を得られたため、答申書を作成する。 

 

 会長、職務代理中座、答申書作成 

 

 市長、副市長は所用により都合がつかなかったため、健康推進

部長に答申書提出となることを事務局より説明 

 

 



会長 

 

健康推進部長 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

職務代理 

 

司会 

 

 答申書朗読し、健康推進部長に答申書を提出 

 

 市長あいさつ文の代読 

 

 答申書の写しを委員に配布 

 

続いて、議題２のその他について、事務局の説明を求める。 

 

本日の答申を以て令和6年12月定例会に国民健康保険税条例の

改定議案として提出する。議案の写し、議案資料及び議会スケジ

ュールについては、準備ができ次第委員に郵送する。 

また、「国民健康保険制度のデータベースに登録されている個

人番号のお知らせ」の通知について内容の説明、12月2日以降の

保険証の取扱いについて、広報ところざわ11月号に掲載した旨報

告 

 

質疑等はあるか。 

 

 広報以外に通知を送るなど周知しているのか。また、これから

その予定はあるのか。 

 

 「国民健康保険制度のデータベースに登録されている個人番号

のお知らせ」とともにマイナ保険証等の内容を記載したチラシを

同封して送付する。 

 

チラシに記載された法定外繰入金の解消について、前回の説明

では令和8年度だったが、チラシだと令和9年度になっている。 

 

 前回説明の令和8年度が正しい。 

 

 チラシの訂正はされるのか。 

 

 訂正は難しい。ホームページにて正しい年度を表記する。 

 

 ジェネリック医薬品が導入されてから年数が経っているが、利

用する意識が低いのではないか。もっと強いアピールはできない

ものか。 

 

 市のデータヘルス計画で目標値を定めており、国の目標値でも

ある80％は達成している。また、10月より自身の希望で先発品を

選んだ場合、自己負担が増える制度に変わった。これにより、ジ

ェネリック医薬品の利用率が高まるのではないかと考えている。 

 

 議事については以上である。 

 

 閉会のあいさつ 

 

 本年12月31日で委員の任期満了になることから、各委員より一

言頂戴したい。 



 

 

 

健康推進部長 

 

司会 

 

 

各委員より一言ずつあいさつ 

 

 健康推進部長より、委員に向けてあいさつ 

 

 以上で、令和６年度第６回国民健康保険運営協議会は閉会とす

る。 

 

以上 

 



令和６年度第６回 所沢市国民健康保険運営協議会出欠表

代　表　区　分 推 薦 依 頼 先 出欠 氏　　　　名

所沢青色申告会 出 守　谷　友　宏

いるま野農業協同組合 出 越阪部　敦　子

所沢市連合婦人会 出 齋　藤　千　里

所沢商工会議所 出 中　　　早　苗

公　　募 出 大久保　　　寛

公　　募 出 小　野　葉　子

欠 齊　藤　秀　行

欠 伊　藤　　　哲

出 古敷谷　　　淳

出 廣　瀬　　　恒

所沢市歯科医師会 欠 下　山　賢一郎

所沢市薬剤師会 出 安　達　秀　夫

所沢商店街連合会 出 宇佐美　保　政

所沢市民生委員・
児童委員連合会 出 赤　坂　　　悦

連合埼玉
西部第四地域協議会 欠 粟　屋　克　哉

所沢市社会福祉協議会 出 本　橋　栄　三

所沢市自治連合会 出 廣　川　隆　通

知識経験者 出 村　田　美智子

全国健康保険協会
埼玉支部 出 上  條  大  輔

公立学校共済組合
埼玉支部 欠 髙　橋　綾　子

西武健康保険組合 出 荒　川　雄　三

被用者保険等
保険者代表

任期　令和６年１２月３１日まで

被保険者代表

保険医又は
保険薬剤師代表

所沢市医師会

公益代表


